
熊本まちなみトラストの活動 （（熊本市新町古町地区熊本市新町古町地区の例）の例）

熊本まちなみトラストとは熊本まちなみトラストとは

若者が発火点になった若者が発火点になった『『中心市街地中心市街地』』の再生の再生

熊本まちなみト
ラスト設立の
きっかけとなっ
た旧第一銀行
熊本支店。
室内空調の
ショウルームと
して再生。

「街の駅」とし
て、店舗に看
板を掲げ、

来街者にお
茶やトイレ等
のサービスを
提供。

若者の動きに刺激され、
新たな組織を立ち上げ。
地域の「旦那衆」となる
ことを目指して、和服姿
に、「おてもやん」の
ルーツ探訪など、若者と
の連携により、活動の
担い手の裾野を広げる。

精霊流しの復活精霊流しの復活風流街（ふるまち）商栄会風流街（ふるまち）商栄会

「街の駅」を「街の駅」を
開設開設

河原町は、ほとんど
空き店舗だったが、
『路地見て一杯』とい
うイベントをきっかけ
に若者が集まり、出
店。

モデル調査やフリー
マーケットなどにより、
20店舗以上の集積。

閉店の目立つ閉店の目立つ
問屋街問屋街

若者の若者の
ｱｰﾃｨｽﾄｼｮｯﾌﾟｱｰﾃｨｽﾄｼｮｯﾌﾟ

地域の「旦那衆」を地域の「旦那衆」を
目指す目指す

「まち」に意識を向ける「まち」に意識を向ける

ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄなどのﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄなどの
イベントも開催イベントも開催

河原町プロジェクト河原町プロジェクト

第一銀行熊本支店第一銀行熊本支店

・ 熊本まちなみトラスト設立は、大正８年に建造された「旧第一銀行社屋」の活用保存がきっかけ。

・ 新町古町地区のまちづくり団体と連携して、歴史的建造物の保存、中心市街地の活性化、地域住民のまち
づくりへの参加等に取り組む。

・ 中心市街地の空洞化は、実は地域住民のわが街に対する意識の空洞化が最大の要因。精霊流しの復活
など、『まちに意識を向ける』ことが意識の空洞化を防止する有効な手段。

・ まちづくりは、上･下のない丸いテーブルに、行政とNPO、住民、商工関係者などが、互いに隣同士に座るこ
とからはじめることが重要。

・ 活動についても、できない事への「愚痴」から、必要なことは自らが行う「自治」への発想転換が肝要。

・ 地方公共団体は、市民の目で見た柔軟な発想を支えていただき、国では、各団体が抱える苦労や課題を相
談できるネットワークを作っていただき、担い手活動を継続できる環境を整備してほしい。

60年ぶりに精霊流しを復活。
市民の会を作って、参加費
を徴収し、企業協賛も募る。

行政の河川利用に対する
姿勢も変わり、会場準備、
受付、灯篭を流すボランティ
アダイバー、流した灯篭の
清掃等、地域全体が協力し
て取り組んだ。

河原町

新町古町地区
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熊本まちなみトラストの活動 （参考－１）（参考－１）
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熊本まちなみトラストの活動 （参考－２）（参考－２）

まちづくりに取り組む「多様な担い手」まちづくりに取り組む「多様な担い手」


